


■■ 環境認識環境認識
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今後の日本経済今後の日本経済

日本社会の構造変化日本社会の構造変化

―現状の閉塞感を打破できるキーは、付加価値創造―

―持続的成長を実現するためには、過去の延長線上ではなく、破壊的な再構築―

現 状現現 状状 これからこれからこれから

いままでいままでいままで これからこれからこれから

成長社会での物質・経済的豊かさの追求

若年層中心[人口ボーナス]

「個」の利益を追求

東京一極集中、中央集権

成熟社会での幸福の多様化

高齢者中心[人口オーナス]

社会全体の利益を考慮

道州制、地域の自律分散

産業構造の二極化へ産業構造の二極化へ構造的問題構造的問題

○従来型の二次産業中心の産業構造

○垂直統合自前主義/商品改良・原価低減モデル

○ 産業の立地競争力の低下

第二次産業第二次産業

△

◎

グローバル製造業

下請中小・零細企業

第三次産業第三次産業

△

○

低生産性のサービス業

新・第三次産業

成長の可能性
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○人口・世帯数の増加

○ 効率性と合理性を追求

○ 右肩上がりの経済/年功序列組織

○人口・世帯数の増加

○ 効率性と合理性を追求

○ 右肩上がりの経済/年功序列組織

○人口・世帯数の減少

○ 創造力（構想力）・コミュニケーション力

○定常経済を前提とした組織

○人口・世帯数の減少

○ 創造力（構想力）・コミュニケーション力

○定常経済を前提とした組織

■■ リテール金融ビジネスの進化リテール金融ビジネスの進化
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価値創造社会知識社会

ＱＯＬ向上機能としての金融
装置産業/サービス産業

としての金融

○ 「共感・解決型」の非価格価値の提供

○共創を重視したカスタマイズバンク

○経済的価値の重視による価格（金利）による価値提供

○ ｢One to One｣マーケティング

○横並び商品の品揃えを重視した百貨店バンク

○ 「ニーズ創造型」の非価格価値の提供

○ マス・マーケティング

○ 「顧客軸・ペルソナ」マーケティング

ライフパートナーとしての金融

○商品セレクトを重視したブティックバンク○ リテール特化バンク

○法人金融中心

○横並び価値提供

○ 「顧客セグメント細分化」マーケティング

○ 「リレーション」の非価格価値の提供

○ マス・マーケティング

情報社会

『 成熟 ・ 濃縮 』経済『拡大・成長』経済 『 成熟 ・ 濃縮 』経済『拡大・成長』経済

▼
現在

▼
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■■ Ａｉｍ１５プランとはＡｉｍ１５プランとは
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とは、２０１５年に至るスルガのビジョン

２０１５年に至る方法をフェーズごとに描いた計画

連続する５回の３年単位の経営計画

⇒ ２０１５年のあるべき姿を見据えた経営計画を策定

スタート 第１フェーズ

Start for Aim15

第2フェーズ
Fly-high for Aim15

第3フェーズ
Quest for Aim15

第4フェーズ
Make different for Aim15

第5フェーズ

FY 2001 FY2004 FY2007 FY2010 FY2013 FY2015

ゴール

・リテールビジネスの

土台形成期

第4フェーズの

グロース・エンジン

フリーローン事業

保障性保険事業 ライフ アンド ビジネス

コンシェルジュの実現へ

経営計画Ａｉｍ１５策定の背景・経緯

１．ミッション（＝永遠の目標）の実現へ向けて

２．時限的目標（＝Ａｉｍ１５ビジョン）のイメージ達成に向けて

３．定量目標＝利益計画/営業推進項目/ＢＳＣ（年度ごと）

定性目標＝３ヶ年計画

・アライアンス戦略

・ｂａｎｋ2.0

・広域事業展開

・ゆうちょ銀行との提携
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■■ 第４次経営計画第４次経営計画 グランドデザイングランドデザイン

フリーローン事業

保障性保険事業
（バンカシュアランス）

住宅ローン

事 業

資産運用

サポート事業

スモール

／ミドル法人事業

ネットワーク事業ネットワーク事業

広域事業広域事業 代理店事業代理店事業

コア事業コア事業主要な市場主要な市場

総合的なエリア戦略を
可能とする

スルガのケイパビリティ

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－

日本郵政グループの

幅広いネットワーク

コミュニティバンクコミュニティバンク

静岡 / 神奈川の従来型の
フルバンキングサービス

インターネット・コールセンター

によるダイレクトチャネル

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、 主

要な都市圏における事業展開

マーケティング
システム
インフラ

全国に広がる
顧客基盤

価値観

Our
Philosophy

リテール
マインド

他を圧倒する
スピード・柔軟性

戦
略
的
傾
斜
配
分

戦
略
的
傾
斜
配
分

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分

第
４
次
経
営
計
画
の

第
４
次
経
営
計
画
の

““グ
ロ
ー
ス
・エ
ン
ジ
ン

グ
ロ
ー
ス
・エ
ン
ジ
ン
””
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82店舗へ
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■■ 進化を続けるスルガの住宅ローン事業進化を続けるスルガの住宅ローン事業

顧客セグメントの細分化顧客セグメントの細分化

北海道4%

宮城1%

千葉6%

埼玉7%

東京13%
神奈川8%

静岡3%

愛知7%
京都2%

大阪7%福岡4%

日本経済の中心都市への進出戦略日本経済の中心都市への進出戦略

全国の住宅着工件数の

約62%以上を網羅する

スルガの住宅ローン営業拠点

ゆうちょ銀行の住宅ローンの
取扱店舗拡大へ

ゆうちょ銀行の住宅ローンの
取扱店舗拡大へ

50店舗 + 32店舗 ＝

これまでの店舗 追加店舗

ゆうちょ銀行の全国82 店舗で住宅ローン等が利用可能に

顧客軸をベースにした商品群顧客軸をベースにした商品群

独自商品

ニーズ マーケティング

リスク
ポートフォリオ

総合的なアプローチを

実現可能にする

スルガの商品開発力

商品開発・マーケティング・リスク管理を

統合的に行うことにより、

収益性の高いビジネスが実現可能に

顧客セグメントの

『超細分化』による

リスク分析と

カスタマイズ

モデルの投入

大分類
21分類

中分類
59分類

小分類
515分類

今後もスルガの住宅ローンは進化し続ける

+
出所：国交省
「2009年新規住宅着工件数データ」

店舗網の拡充店舗網の拡充スルガ独自の商品ラインナップスルガ独自の商品ラインナップ
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２００８年度５月からの実績値推移２００８年度５月からの実績値推移

フ
リ
ー
ロ
ー
ン

フ
リ
ー
ロ
ー
ン

23,300件11,300件

住
宅
ロ
ー
ン

住
宅
ロ
ー
ン

1,302億円740億円

実績値総合実績値総合20092009年度期実績年度期実績

12,000件

562億円

20082008年度実績年度実績

※1億円未満切捨て

※100件未満切捨て※2008年度は2008年5月12日からの実績

住宅ローン等の取扱店舗拡大 (2010年5月10日より）住宅ローン等の取扱店舗拡大 (2010年5月10日より）

～ゆうちょ銀行の全国の82店舗で、住宅ローン等の利用が可能に～
当初の三大都市圏50店舗＋全国主要都市を含む32店舗＝全国82店舗へ

■■ ゆうちょ銀行との業務提携による成果と今後の展開ゆうちょ銀行との業務提携による成果と今後の展開

これまでの店舗数 追加店舗数 店舗数

合 計 50 32 82

〈内訳〉

北海道地方 - 1 1

東北地方 - 1 1

関東地方 31 13 44

中部地方 4 4 8

近畿地方 15 2 17

中国地方 - 5 5

四国地方 - 2 2

九州地方 - 4 4



ＣＲＭ

データベース
マーケティング

データベース
マーケティング

途上
リレーション

途上
リレーション

顧客
アプローチ

顧客
アプローチ

顧客
ナビゲーション

顧客
ナビゲーション

初期審査初期審査

～ＣＲＭをベースとしたスルガ独自のフリーローン戦略～

長年のリテール特化により蓄積されたデータベースと
独自の高度与信スキルが有機的に連携することで、
適切に顧客の健全なファイナンスリテラシーをサポート

改正貸金業法の完全施行（改正貸金業法の完全施行（66月月1818日）日）

年収

貸付残高
≦

“所得に応じた総借入額の制限（総量規制）”

小口ローンの提供者として銀行に期待が

寄せられる中で、スルガに大きなチャンス

ノンバンクの事情 一般的な銀行の事情

× 上限金利の引下げ

× 調達等のコスト上昇

従来のような高コスト型

ビジネスモデルでは

生き残れない

銀行にとってチャンス到来

だが、小口ローンのノウハウ

実績がなく、大半の銀行は

ノンバンクの保証に

依存したビジネスモデルが

主流である

■■ グロース・エンジン①グロース・エンジン① フリーローン戦略フリーローン戦略

ただし、銀行からの借入れは総量規制の対象外

1
3
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進学進学

長期にわたる景気の低迷、社会経済が成熟した現代では、経済的な安心感を得るために自律的な人生設計が重要に

就職就職 結婚結婚 出生出生
自宅
購入

自宅
購入

子の
進学

子の
進学

子の
結婚

子の
結婚

近居
親の
介護

近居
親の
介護

ﾘﾀｲﾔﾘﾀｲﾔ 相続相続

【個人のライフイベント】

クレジットカードクレジットカード

カードローンカードローン

住宅ローン住宅ローン

火災保険火災保険 投資信託投資信託 年金保険年金保険 遺言信託遺言信託

ホームエクイティローンホームエクイティローン

『ライフ アンド ビジネス コンシェルジュ』として生涯にわたる安心感のご提供と

夢をかたちに、夢に日付をいれるお手伝いを実現

■■ グロース・エンジン②グロース・エンジン② 保障性保険事業戦略保障性保険事業戦略

個人のライフイベントと社会的背景個人のライフイベントと社会的背景

経済的格差の広がり 価値観の多様化

少子化・人口減少の進行 超高齢化社会の到来 社会保障に対する不安

医療保険

終身保険

学資保険 介護保険収入保障

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.
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ＢａｎｋｉｎｇＢａｎｋｉｎｇ

■■ スルガのリテール特化のあゆみスルガのリテール特化のあゆみ

○地元顧客基盤における

顧客情報の蓄積

○ ２つのＣＲＭ

「カスタマー リレーションシップ

マネジメント」

「クレジット リスクマネジメント」

○無担保ローンの推進

○地元顧客基盤における

顧客情報の蓄積

○ ２つのＣＲＭ

「カスタマー リレーションシップ

マネジメント」

「クレジット リスクマネジメント」

○無担保ローンの推進

Step1Step1 〈〈19901990年代年代〉〉

ライフライフ アンドアンド ビジネスビジネス

コンシェルジュコンシェルジュ

ファイナンシャルファイナンシャル
コンシェルジュコンシェルジュ

コンシェルジュコンシェルジュ
バンクバンク

銀行銀行

FY2001～2004

～FY2010

～FY2015

9

リテール中心への転換リテール中心への転換 顧客基盤のヨコ展開顧客基盤のヨコ展開
ライフライフ アンドアンド ビジネスビジネス

コンシェルジュへの進化コンシェルジュへの進化

成果充実期成果充実期

Step2Step2 〈〈20002000年代年代〉〉 Step3 Step3 〈〈これから～これから～〉〉

インフラ構築期インフラ構築期 展開期展開期

○無担保ローン→有担保ローン

○ 首都圏・広域エリアへの事業展開

○ゆうちょ銀行との業務提携

○全国レベルでの顧客情報の蓄積

○細分化された顧客セグメント

→自動審査のバージョンアップ

→豊富な商品ラインナップ

情報化社会情報化社会情報化社会 知識社会知識社会知識社会 価値創造社会価値創造社会価値創造社会

○新たな顧客価値の創造

○顧客軸・商品軸・エリアの３D

フリーローン事業

保障性保険

「SURUGA Money Clinic」

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



■■ 戦略の座標軸戦略の座標軸

ローンと預り資産の豊富なコンテンツ恵まれた地域基盤と
全国展開のバランス

PersonalとSmall Businessへのフォーカス

オンランド

オンライン

○ ３つのＣＲＭ

○ インターネットバンキング／モバイルバンキング

○ ３４種類の住宅ローン

○ ４７種類のフリーローン

○ １８種類の保障性保険

○ ７４種類の投資信託

○ ５種類の投資性／定額保険

10

３つの広がり（Ｇ・Ｄ・Ｍ）３つの広がり（Ｇ・Ｄ・Ｍ） Ｇ ＥＯＧＲＡＰＨＹ
（地域的拡張）

Ｄ ＥＰＴＨ
（商品群の拡張）

Ｍ ＥＴＨＯＤ
（ＩＴの拡張）

○全国に張り巡らされたＡＴＭネットワーク

代理事業

静岡・神奈川静岡・神奈川 首都圏首都圏 広域エリア広域エリア

全国主要都市を含む８２か店での取扱い
日本郵政グループの幅広いネットワーク

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



■■貸出金ポートフォリオの推移貸出金ポートフォリオの推移

1989/3 2000/3 2010/3

100%=1兆4,571億円

100%=1兆8,709億円

100%=2兆4,452億円

56.2% 中小企業

22.7% 大企業

41.8% 中小企業

8.6% 大企業

14.8% 中小企業

3.9% 大企業

45% 変動金利 54% 変動金利 88% 変動金利12% 固定金利

住宅ローン

フリーローン

法人貸付

無担保カードローン

公金貸付

11©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.

55% 固定金利 46% 固定金利



■■ 円貨預貸金利益と当期純利益の推移円貨預貸金利益と当期純利益の推移

◆

■

■

■

総資金利ざや（%）

一株あたり配当金（円）

円貨預貸金利益（億円）

当期純利益（億円）

12

114

63

292

39

389

90

619

143

647

200

706

140

90/3 95/3 00/3 06/3 07/3 10/3

0.12

0 .62
0.56

1 .07 1.10
1 .05

5.0 5 .0 5 .0

8 .0

11.0

13 .0
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■■ スルガのケイパビリティ①スルガのケイパビリティ① 〈〈インフラ編インフラ編〉〉

マーケティング力の進化マーケティング力の進化マーケティング力の進化 ＩＴインフラの整備ＩＴインフラの整備ＩＴインフラの整備

コストリダクションコストリダクション
機機 能能

Ｃｏｓｔ
Reduction
Management

Customer
Relationship
Marketing

マーケティングマーケティング
機機 能能

リスク管理リスク管理
機機 能能

Credit
Risk
Management

スルガのケイパビリティスルガのケイパビリティ

〈マスマーケティング〉から
〈顧客軸・ペルソナマーケティング〉へ

多次元セグメントによる戦略展開

コアスキルを支えるシステムインフラは

リテール戦略の進化とともに

さらに高度化へ

○ ＣＲＭを活用した情報編集による
独自の価値提供

『感性的マーケティング』

『機能的価値』＋『心理的価値』

『原因系データの分析・活用』

“無担保ローン”で培ったスキル・ノウハウを応用したシステムの構築により
『市場創造型のリテール戦略』はさらに進化

ＣＲＭイズムＣＲＭイズム ＣＲＭシステムＣＲＭシステム

○情報の蓄積・分析から
共有・編集を支えるシステム

『蓄積・分析』

⇒ マーケティングマーケティングDB DB 
自動審査

『共有・編集』

⇒ＣＲＭ PAS、収益管理

３つのＣＲＭ３つのＣＲＭ

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



Ｏｕｒ Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ

（私たちの価値観）

ＯｕｒＯｕｒ ＰｈｉｌｏｓｏｐｈｙＰｈｉｌｏｓｏｐｈｙ

（私たちの価値観）（私たちの価値観）

■■ スルガのケイパビリティ②スルガのケイパビリティ② 〈〈組織能力編組織能力編〉〉

企業文化は他の経営資源を左右する分母的資源企業文化は他の経営資源を左右する分母的資源

良質な企業文化の維持が成長を支援する

社会的使命を果たしながら、自主独立の
意義を貫く経営を次世代に引き継ぐ

スルガ キャンパス カレッジ

（企業内大学院）開設
世界の明日を担う、知性・感性・行動力

溢れる人材の輩出

14

人人 カネカネモノモノ

企業文化企業文化

スルガらしさを
具現化し、次世代を
担う人材の育成

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

26,929
27,145

27,804
28,133

29,446

0.06%

0.34%0.36%

0.19% 0.21%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

20,842

21,516

22,079

22,840

23,613

3.35%
3.51% 3.61%3.75%

3.31%

1.05%1.12%
1.19%

1.10%1.07%

0.47%
0.38%0.40%0.43%0.44%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

3.09%
3.26%3.38%3.31%3.29%

1.76%1.82%1.86%1.85%1.91%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（億円） （億円）

1.93% 1.92%

0.71% 0.66%

当社
地銀平均

1.95%

0.67%

（09/9）

（09/9）

06/3 07/3 08/3 09/3

（09/9）

15

貸出金平残

貸出金利回り

0.63%

1.79%
預金平残

預金等利回り

■■ 利ざや等の状況（全体）利ざや等の状況（全体）

総資金利ざや総資金利ざや

貸出金利回りと貸出金平残貸出金利回りと貸出金平残

預貸金粗利ざや預貸金粗利ざや

預金等利回りと預金平残預金等利回りと預金平残

預貸金利ざや預貸金利ざや

当社

地銀平均

0.61%

1.68%

10/3

当社

地銀平均

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



3.39%

3.63%3.65%

3.35%
3.24%

■■ 利ざや等の状況（国内）利ざや等の状況（国内）

3.19% 3.22% 3.35% 3.32% 3.17%

1.94% 1.90% 1.90% 1.84% 1.76%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

0.21%
0.31%0.29%

0.13%
0.04%

06/03 07/3 08/03 09/3 10/3

1.86%
1.95%

1.88% 1.87% 1.79%

0.75% 0.72% 0.72% 0.67% 0.63%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

1.31%
1.35% 1.40%

（09/9）

1.44%

利回り・経費率の状況利回り・経費率の状況 預貸金利ざや預貸金利ざや

預貸金粗利ざや預貸金粗利ざや

（09/9）

当社

地銀平均

スルガ

地銀平均

預金等利回り貸出金利回り 経費率

16

1.38%
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619

647

686
706 706

（億円） （億円）

17

■■ 業務粗利益と円貨預貸金利益の推移業務粗利益と円貨預貸金利益の推移

業務粗利益業務粗利益 円貨預貸金利益円貨預貸金利益

672

731

703

769
761

796

764

701

750

778

資金利益

業務粗利益

１０/３０９/３０８/３０７/３０６/３ １０/３０９/３０８/３０７/３０６/３

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



（億円） （億円）

18

業務純益業務純益 当期純利益当期純利益

■■ 業務純益と当期純利益の推移業務純益と当期純利益の推移

366 372

416

313

357

143

200

178

106

140

１０/３０９/３０８/３０７/３０６/３ １０/３０９/３０８/３０７/３０６/３
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06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

1,079

1,124

1,175

1,242

1,067

1,213

1,280

1,471

1,294

1,252

下期実行額

上期実行額

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

13 ,758

1 ,964

14 ,469

2 ,217

15 ,074

2 ,393

16 ,214

2 ,483

16 ,977

2 ,590
16,68616,686

4.7%

2.9% 0.3%

-19.4%

-25.4%

78.3%

75.0%
74.2%

72.0%

80.0%

（億円）
（億円）

17,46817,468

15,72215,722

+781
+781

+963
+963

2,2812,281

+1,229
+1,229

2,2042,204
+869
+869

2,4182,418

19

18,69718,697

2,7512,751

フリーローン残高

住宅ローン残高

個人ローン比率（％）

■■ 個人ローンの状況個人ローンの状況 ①①

個人ローン残高個人ローン残高 個人ローン実行額・個人ローン比率個人ローン実行額・個人ローン比率

19,56719,567
2,5472,547

住宅着工件数伸率【前年度比】

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



1 ,478

691

46

1 ,634

719

39

1 ,731

718

33

1 ,84 4

717

27

07/3 08/3 09/3 10/3

無担保証書貸付残高
無担保カードローン残高

有担保フリーローン残高

（注）（ ）内は平均レート

無担保カードローン

無担保証書貸付

有担保フリーローン

スーパー
ホームローン

ホームローン

8,963億円(3.2%)

8,014億円（3.4%）

フリーローン

（億円）

20

■■ 個人ローンの状況個人ローンの状況 ②②

個人ローン残高内訳・平均レート個人ローン残高内訳・平均レート フリーローン残高内訳・平均レートフリーローン残高内訳・平均レート

２０１０年３月末２０１０年３月末

2,590億円(7.2%)

100%=19,567億円 (3.8%)

100%=2,590億円 (7.2%)

1,844億円（4.6%）
717億円(13.8%)

27億円（4.8%)

2,217
2,393 2,483 2,590

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



8 .7%5 .9%2 .9%2 .0%2 .3%

24 .7%27 .3%30 .6%32 .9%35 .4%

20 .3%22 .3%24 .7%
26 .4%

28 .3%

46 .3%44 .5%41 .8%38 .7%34 .0%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

21

首都圏 神奈川 静岡 その他
３％未満 ３％台 ４％台 ５％以上

■■ 住宅ローンの状況住宅ローンの状況

住宅ローン実行レート分布（累計）住宅ローン実行レート分布（累計） 住宅ローン地域別残高比率住宅ローン地域別残高比率

43 .0% 41.3% 38 .5% 35 .5% 34 .2%

35 .5%35 .7% 34 .5% 38.6%
33.7%

26 .7%
28.5%

27 .3%23 .8%21 .0%

0.3% 0.4% 0.5%0.5%0 .5%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

3.53%
3.69%

3.90% 3.85%

3.67%

住宅ローン実行平均レート（％）

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



0.27%0.36%0.44%
0.33%0.33%

0.64%0.65%
0.49%0.44%

0.55%

0.23%
0 .43%

0.41%

0 .24%0 .21%

0 .45%
0 .22% 0.25%

0 .29%

0.45%

7.21%7.32%7.45%
7.80%7.90%

08/3 08/9 09/3 09/9 10/3

3 .33%3 .34%3.52%3 .62%3 .65%

08/3 08/9 09/3 09/9 10/3

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高、 毀損率＝デフォルト率×（１－回収率）

22

毀損率利回り 延滞率

住宅ローン住宅ローン フリーローンフリーローン

■■ 個人ローンの延滞率・毀損率の個人ローンの延滞率・毀損率の推移推移

毀損率利回り 延滞率

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



447 504 553 583 572

885
1,134

1,393 1,455 1 ,407

1,002 1 ,165

867

1 ,353

1,365

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

投資信託

保険
その他（国債等保護預り、外貨）

10.1%

13.1%
14 .1%

12.9% 12.9%

284 214

1 ,361 1 ,215 1 ,346

583

260

128166297
108

762

920

1 ,033
463 737

203

880

1 ,195

902

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

投信販売手数料

投信信託報酬

個人年金保険手数料

その他保険（火災、一時払終身、保障性）

（百万円）（億円）

2,992 3,041

2,199

3,313
3,011

投資性商品比率

■■ 投資性商品投資性商品〈〈残高・手数料残高・手数料〉〉推移（個人）推移（個人）

投資性商品残高内訳（個人）投資性商品残高内訳（個人） 投信・保険手数料収入投信・保険手数料収入

3,145

3,446 3,474

1,915

1,202

23©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



731

769
796

701

778

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3
20

208

135

22

220

135

23

235

140

23

247

144

23

240

150

49.8% 49.1% 50.0%
53.1%

59.2%

364 377
398

415

24

（億円）

業務粗利益

人件費

物件費

ＯＨＲ

税金

■■ 経費・ＯＨＲの推移経費・ＯＨＲの推移

414
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100%4,983法人

100%19,654個人
100%24,637総与信合計

93.67%4,667法人

98.84%19,426個人
97.79%24,094正常債権

82.21%36.79%3271.85%821442266.32%315法人

92.62%79.17%6364.57%211251471.15%227個人
2.20%543合 計

57.62%13.04%751.26%060612.39%119法人

85.87%39.27%776.74%461660.44%86個人
0.83%206要管理債権

96.56%79.28%2083.39%67641323.19%159法人

85.49%72.03%1148.11%68150.16%31個人
0.77%190危険債権

100%100%488.80%1418320.73%36法人

100%100%4459.68%1054650.55%109個人
0.59%146

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

ｶﾊﾞｰ率引当率引当保全率保証担保
担保・
保証合計

構成比
法人・個人別
与信残高

構成比
10年3月期
与信残高

開示区分

（億円）

： 担保・保証による保全率
： 無担保部分への引当率
： 担保・保証・引当を考慮したカバー率

保全率
引当率
カバー率

カバー率合計 86.57％

25

■■ 金融再生法開示債権詳細金融再生法開示債権詳細

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



2 .20%

2 .93%

3.38%

3 .95%

5 .11%

0 .29%
0 .71%

0 .33%
0 .55% 0 .52%

1.81%
2.13%

3 .83%

2 .89%

2 .38%

06/3 07/3 08/3 09/3

331

365

412

382
359

107

60
38

55

128

0.61%
0.45%

0 .26%
0.17%

0 .25%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（億円）

26

開示債権比率（担保・保証・引当金控除後）

開示債権比率（引当金控除後）

開示債権比率 コア業務純益

実質与信費用（与信費用ー償却債権取引益）

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残）

■■ 開示債権比率と開示債権比率と実質実質与信費用の与信費用の推移推移

開示債権比率開示債権比率 実質与信費用実質与信費用

10/3
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3 ,360
3 ,165 3 ,249

2 ,731

3 ,191

182

203
198

186

179

161
173 173

170

107

199
273

328

437

135

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

国債 外国債券 社債 地方債

0.44

1.02

0 .680 .710 .66

（億円）

３３,,９５０９５０
３３,,８１５８１５

平均残存期間（年）

３３,,５２６５２６

■■ 債券ポートフォリオの推移債券ポートフォリオの推移

27

2.5％中長 期

43.8％変動利付

53.6％短 期

国債内訳

2.4％中長 期

41.0％変動利付

56.5％短 期

国債内訳

2.3％中長 期

42.3％変動利付

55.3％短 期

国債内訳

2.7％中長 期

53.3％変動利付

43.9％短 期

国債内訳

7.3％中長 期

45.6％変動利付

46.9％短 期

国債内訳

３３,,９０４９０４

３３,,６１３６１３

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



０９下期

配賦原資

（億円）

１０／３末
リスク量

０９年９月末

Ｔｉｅｒ Ⅰ

バッファーバッファー８９０８９０

０９下期

配賦資本

５０４５０４

４．６４．６％％
アウトライヤー

比 率

９１９１億円億円金利リスク量

±±２００ｂｐ２００ｂｐ
金利ショック

方 式

１０１０年３月末年３月末

９９６

１，８８６

２３５２３５

６２８

１３３１３３

１３７１３７

２４３２４３

１２４１２４

信用リスク信用リスク

市場リスク市場リスク

オペレーショナル
リスク

オペレーショナル
リスク

１．信頼水準 ９９％（共通）

２．保有期間 （営業日）
・信用リスク ２４０日
・預貸金、債券等
金利・価格変動リスク ６０日
（トレーディング勘定は １０日）
・株式価格変動リスク １２０日

３．オペレーショナルリスク

基礎的手法

28

■■ リスク量の状況リスク量の状況

統合リスク管理統合リスク管理

アウトライヤー比率アウトライヤー比率

©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



11.36%
11.22%

11.34% 11.29% 11.29%

10.73%

10.66%

11.00%
11.18%

10.96%

10.12%

10.41%

10.13%

10.42%

10.60%

国際基準自己資本比率（連結） 国内基準自己資本比率（単体）

国内ＴｉｅｒⅠ比率（単体）
■ 国内自己資本額（単体）

1,593

1,758
1,889

1,961 1,973

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

175

1,502

161

1,670

217

1,796

256

1,858

198

1,868

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

繰延税金資産
Tier Ⅰ

（億円）（億円）

繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ

■■ 自己資本の自己資本の推移推移

ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産 自己資本比率自己資本比率

9.6% 12.0% 13.7%
10.6%11.6%

29©2010  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved.



２００9年度

実 績

（Ｂ）

２００9年度

実 績

（Ｂ）

２００8年度

実 績

（Ａ）

２００8年度

実 績

（Ａ）

前年度比

（Ｂ－Ａ）

前年度比

（Ｂ－Ａ）

２０１０年度

見通し

２０１０年度

見通し

１０７

１４０

２１２

３３１

３５７

４１４

７７８

７．６４

５５．１６

１３.０

＋ ４７

＋ ３４

＋ ３６

△ ３４

＋ ４３

△ １

＋ ７７

＋ １．８０

＋ １４．８０

０

１１０

１４５

２２５

３７０

３７０

４２０

７９０

７．７８

５８．８０

１３.０

６０

１０６

１７６

３６５

３１３

４１５

７０１

５．８４

４０．３６

ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース）

一株あたり配当金（円）

実質与信費用

当期純利益

経常利益

コア業務純益

業務純益

経費等

業務粗利益

ＥＰＳ（円）

30

■■ ２００９年度実績及び２０１０年度業績見通し２００９年度実績及び２０１０年度業績見通し

１３.０

（億円）
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＜本件に関する照会先＞＜本件に関する照会先＞

スルガ銀行スルガ銀行
経営企画部企画（ＩＲ広報）経営企画部企画（ＩＲ広報）

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、

将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある

ことにご留意ください。ことにご留意ください。
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